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山梨県企業局中期経営計画の業績評価要領

１ 趣 旨
山梨県企業局は、平成１８年１０月に中期経営計画を策定した。中期経営計画で

は、平成１８年度から２２年度までの５年間の具体的な行動を設定した。
この中期経営計画においては、計画の実効性を上げるため、電気事業、温泉事業

及び地域振興事業の各事業ごとに実際の取り組み状況を評価することとしている。こ
の業績評価に関し、必要な事項を定める。

２ 評価の対象
評価は、中期経営計画に記載した当該年度に実施すべき具体的な行動（以下「行
動計画」という。）に対する取り組み状況を対象とする。

３ 評価の時点
前年度末現在の取り組み状況について、年度終了後に行う。

４ 評価方法
（１） 年度ごとの目標数値を具体的に設定した項目については、目標数値に対す

る取り組みの達成率を示す。
（２） 目標数値を具体的に設定していない項目については、行動計画どおりの取り

組みを行ったか否かを総合的に評価する。

５ 評価の手順
各事業所管課（担当）において「中期経営計画業績評価調書」を作成する。
総務課において、当該調書をもとに取りまとめ、必要に応じて調整を行った後、企

業局として決定する。

６ 評価結果の公表
評価の結果は、企業局ホームページにて決算発表後に公表する。

附 則
１ この要領は、平成２０年４月１日から施行する。


